
1G1G1G1G＿＿＿＿単単単単一一一一２２２２本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、、、、、、、、、４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ    

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回は標標標ななのなな。 

入入は、可変中電な実実なな。中圧と中電はデデデデデ表表なな(Vin,VmA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の中圧をデデデデデデデデデな測定ししな(LmA)。 

直直にになににに白白、ＬＬ４個の両端の中圧な測定ししな(Lvolt)。 

効率＝出入／入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA  

中電電電抵抵Ｒ１、基標中圧Ｒ２の定数を変更しししれになれしの実実なな。 

下の表なＲ３はＲ２の間間い、にしつＲ２＝Ｒ３。  

 

１１１円均一均な単一中一を２本本本の懐中中灯を

見につに。 

今しな見になしな一一一さい感じにしにのな、 これに、、

４４４Ａを本にに昇中圧回回を組込めれしと考考なな。 

画像像は、そのししのなの、下は完完しになのなな。 

全全な短くなつ、少し重いに、携帯に便便なな。 
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実実の結結は、一一下の中電電電抵抵Ｒ１＝５５１、基標中圧Ｒ２＝４３に決定。  

単一中一なのな２５１ｍＡは簡単に取つ出せれなしせせ。 最最中圧に何処しな実本になれし楽ししなな。  

基基基基基基基基をををを手手手手手手手手つつつつななななれれれれ    

回回に決しににのな、ププププ基像の部部部

置を考えなにえ大きさを決めしな。  

 

直径を３５Φにしし、取取つの為の筒を考考

ししな。  

 

筒の中を２段にししププププ基を押さえ、 しに

外外を少し太くしし懐中中灯の中に入れるせ

に考えしな。 

左の画像の左像は、最最に出来像ににに、ププププ基を

固定なれ筒。  

 

下は、切つ出しにププププ版  

右は本本部部  

下の支支は＋中電なな。 
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像の画像は、出来あににに、１１Φの、ＬＬを４個取取つに基基。 

表表に反反シデプを貼つにつ、、ＬＬを取取つしな。 裏表に部部を取つ取つ部配なししな。  

ボボボボデデデデデデデデ紙紙紙紙なななな筒筒筒筒をををを手手手手つつつつ基基基基基基基基をををを固固固固定定定定ななななれれれれ        

基基を固定なれ筒は、単一中一を冶冶としし本いしな。 中一にボデデ紙を巻きにつし手つしな。 

幅１５ｍｍを２枚巻きにつ、その像に幅２１ｍｍを一枚、外外にしに、 幅１５ｍｍを３枚、全部な５枚巻きにつしな。 そ

れれれのボデデ紙の最最は、重なえないるせに一枚づに取き合わせにししな。  

外外の３枚は、、中電本に隙間を空つし貼つにつしな。  

像の画像は、出来あににに筒の内外に幅１５ｍｍ反反シデプを貼つにつ、 基基を差込んな完完しにとこしなな。 

＋中電は、３ｍｍの支支を、、中電は卵ララを本いししに。  

完完なな。 

元の物に比べれと、前前のカ

バデな短く、心臓部な短くな

つししに。 
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照照照照照照照照ののののデデデデデデデデププププなななななななな    

デスススは、両前とな片手な本えしな。 

緑はデラススデススス。赤は押しボデプ型なＯＯ／ＯＯＯにプラデなな。 

運運運運を解解なれにめす、犬の参参に参くには、片手な本えれ前に便便なな。  

照照をデデプしに懐中中灯なな。距距 ２５ｃｍなな。 

本本と、単三２本の懐中中灯に同じ全ささなんし・・・。 

両前とな、昇中圧の、、４４４Ａを内内ししいしな。  

白 重重ｇ 、ＬＬ個数 中一 中圧Ｖ 中電ｍＡ Ｖ×ｍＡ＝ｍ 照照、ＬＬ

緑 ２５１ １１Φ４個 単一２本 ３Ｖ ２５１ １．７５ １４１１

赤 １１１ ５Φ３個 単三２本 ３Ｖ １１１ １．３３ ３４１
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